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子どもに対する評価として「主体性がない」という言葉を聞くことがある。

子どもが学級内で真に主体性を発揮するためには、初めて出会った知見に対し

て疑問をもち周りの人間と考えを共有したり、自分の意見を積極的に表現や発

表をしたりすることができる環境を整えていく必要がある。そのためには、個々

の意見や考えの違いなどを排し、子どもの行動に制限をかけてしまう同調圧力

に流されたりすることがなく、他者の意見を受け入れつつ自分の考えを主張す

ることができるような心理的安全性が学級内に保障されていなければならない。

本研究が目指したのは、子どもが学級内に心理的安全性を感じ、自ら挙手や発

言、欲求を満たそうと行動することができる主体性を発揮できるような学級の

雰囲気づくりである。 

そのための子どもへの「はたらきかけ」として、リップマン(2015)やジャク

ソン(2013)が実践した「哲学対話/子ども哲学」をアレンジした活動をはじめと

する様々な実践を行い、その実践の前後でアンケートを実施し、子どもの学級

内における心理的安全性や子ども自身の主体性がどう変化したのかを観察した。

結果、学級全体で見れば心理的安全性や主体性は実践以前より実践以後の方が

より感じられるようになったが、すべての児童に同様の変化が起こったわけで

はなく、中には以前と比較して心理的安全性が感じられなくなったり、主体性

のある行動が困難と感じるようになった児童も見られた。心理的安全性のある

環境のとらえ方も、主体性を発揮できる条件も子どもにとって異なり、だから

こそ児童それぞれに合わせた「個別最適な学び」の必要性が浮き彫りになった

と言える。 

 

 


